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生活クラブ北海道 機関誌
チュプとはアイヌ語で太陽、月の意味

2025 No. 508

５月号

ＩＮＤＥＸ 委員会活動紹介

消費委員会
豊平区における地域福祉づくり
「あったらいいな」をかたちに

６

かつてこの街に遊郭があった
薄野遊郭、白石遊郭、そしてそれは今に続いている

７

39年目の４.26チェルノブイリデー

　今年も大通公園西６丁目広場で「４．26 チェルノブイリデー市民集会」が開
催されました。時折冷たい雨が降るなか、約 250 人の市民が泊原発の再稼働や
核ゴミの問題、福島避難者からの報告などに熱心に耳を傾けました。
　東京電力福島第一原発事故から 13 年が経ちましたが、日本は未だ原子力緊急
事態宣言下で、一般食品の放射性物質の規制基準値は 100Bq/kg のままです。
これは原発で発生する放射性のゴミならば、黄色いドラム缶に詰めて厳重管
理すると定められた濃度です。私たちは、国家が同じ過ちを繰り返すことを
許しません。集会とパレードで熱いメッセージを市民の皆さんに力いっぱい
訴えました。         　　　　　〈原発ゼロ・市民エネルギー委員会　富塚とも子〉集会後、北海道電力㈱本店までパレードを行いました

講演会

支部の活動を紹介します
生活クラブカフェ／江別支部３

４～５
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組織（４月度 ）
組合員数 12,185 名

加入 30 名 脱退 52 名
共同購入（５月度 ）
利 用 高 ２億 3,602 万 1,659 円

１世帯当たり 19,370 円
グリーンシステム（４月度 ）
Ｒ び ん 回　収 17,029 本

回収率 81 ％
紙パック 売却金 7,110 円

回収率 69.9 ％
ピッキング袋 回収率 20.7 ％

福祉基金（４月度 ）
賛同者数 2,932 名 賛同率 22.7 ％

エッコロ（４月度 ）
加入者数 3,832 名

加入 ６ 名 脱退 11 名
生活クラブ共済 ハグくみ  （３月度 ）

加入件数 1,359 件

CO・OP共済（３月度 ）
保有件数 たすけあい  3,572 件

あいぷらす 1,882 件

電気の共同購入  （２月 ）
〈 供給契約者数 〉 772 名

〈 電源構成比  速報値 〉
２月は約８割の電力を再生可能エネル
ギー発電所からお届けしています。
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消費材が大好きな各支部の消費委員長たちと担当の理事
が、委員会で情報を共有し意見交換をしながら活動をすす
めています。生産者と組合員をつなぐ消費委員会の活動を
紹介します。

消費委員会

生活クラブの消費材には、「つくり続け、利用し続けることで社会を良くしよ
う！」という組合員と生産者の思いが込められています。それぞれの消費材
が持つ意義を組合員が正しく理解し、伝えあい、利用し続けることが持続可
能な消費と生産につながる「利用結集運動」です。私たち一人ひとりの食べ
る口は小さいけれど、仲間を増やし、おおぜいの食べる口を増やし、生産者
とともにみんなで食の未来を守りましょう。

生活クラブ独自の自主基準が守られて
いるかを確認。安全性のレベルアップ
を図っています

■ 消費材 Step Up 点検
■ 消費材開発

■ 生産者と組合員の交流の場づくり

農産地や加工食品の製造現場に赴いて、
生産者と思いや課題を共有します

産地見学で知り得たことを、支部の
ニュースなどで組合員に伝えます

■ 産地見学

目合わせ会

委員長研修
牧場見学

■ 遺伝子組み換え（GM）作物・  
     食品に対するとりくみ

生産者交流会田植えツアー
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社会福祉法人ゆうゆう（当別町）を見学。これから
の福祉を考えるヒントを得ました〈11/1〉

地域の声を受けて、ミニコンサートや親子向けイベントを開催

居場所づくりプロジェクトメンバー

豊平区民に愛されているりんご
のように、みんなに親しまれる
居場所をめざして名づけました
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初めての「うたりんご」は４月 16 日に開催。95 歳の
ひとり暮らしの方がチラシを見て来てくれました。

２回めは４月 23 日。チラシを見たママや「うた
りんご」前の公園に来ていた親子が来場し、あそ
びコーナーは賑やかに

栄通４

札幌市豊平区月寒東３条４丁目１－ 17

● 毎週水曜日　10：00 ～ 15：00

問合せ先：生活クラブ本部 
福祉活動課 

TEL:011-887-8891

札幌市豊平区月寒東３条４丁目１－３

● シンプルエクササイズ
    毎週木曜 13：30 ～ 14：30 

● ぽんぽんひろば（多世代ひろば）
　第１・３木曜 10：00 ～ 12：00 

問合せ先：ワーカーズ・コレクティブぽんこたん
TEL:011-799-1214
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江別支部では組合員が興味・関心のあることをテーマに、江別市や生活クラブ本部委員会等の出前講座

をおこなったり、地域のワーカーズなどと学習会を共催したりして、組合員同士のつながりを広げてい

ます。今回は、組合員が気軽に集まって語り合える場「生活クラブカフェ」をお伝えします。

14 人が参加。いつもより多い参加者数から、関心の高さが
伺えました

後日、支部共催の環境ジャーナリス
ト 天笠啓祐さんの講演会に参加し、
半導体工場がもたらす環境汚染やそ
の影響についての話を聞きました。

「一度化学物質で汚染されると、も
う回収はできない」という言葉が心
に残りました。ラピダスには、有害
物質を含んだ水を排水しないシステ
ムを構築してほしいです。　

2025 年度初めての生活クラブカフェは、
「米カフェ」でした。今なぜ、米の不足

や価格高騰が起きているのか。流通の
しくみやその背景、生活クラブ米について、㈱食創の
中谷宗弘さんと本部職員 多田健介さんから学びました。
今後も楽しいカフェを開催します。お気軽にどうぞ♪
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歴史は一瞬で逆戻りする

ススキノの始まりが遊郭だということは周知の歴史ですが、それを設けたのが政府だったという
ことはご存知ですか。 明治４（1871）年、開拓使によって薄野に遊郭はつくられ、大正９(1920) 年
の白石移転後も昭和 32（1957）年まで存在していました。民衆史研究家の石川さんを講師におこ
なった講演会についてお伝えします。〈主催：文化委員会    3/31〉

講師の石川圭子さん

札幌エルプラザにて開催。組合員 42 人が参加しました

　私たち文化委員会は 1993 年の発足以
来、平和を活動の中心に置いています。
平和とは戦争がないことだけでなく、誰
もが人間らしく生きる社会であることと

考え、現在は「ヒロシマ・ナガサキ平和行動」「憲法を学ぶ」
「北海道の歴史と平和」の３つを柱に組み立て、実践して

います。今回の講演は、北海道の歴史と平和を遊郭から
考えようと企画しました。
　これまで私たちは、開拓の歴史や炭鉱を通し、先住民
であるアイヌ民族、様々な理由で日本各地、朝鮮、中国
等から移り住んだ人たちが関わりあって北海道の歴史が

作られてきたことを学んできました。その中で輝かしい
開拓の歴史には植民地主義（＝社会や経済の発展・近代
化を図るために支配と搾取の関係を正当化する考え方）、
家父長制（＝主に男性が支配的特権的な地位を占める社
会システム）という構造的な暴力の側面が大きくあったこ
とに気づかされました。そして、その本質は人権侵害の歴
史であると自覚することが、誰かを支配したりされたりし
ない、平和な社会を私たち自身が作っていくための学びに
つながると考えます。知ることにより私たちは想像力をさ
らに持つことができ、それにより他者をもっと理解できる
ようになるはずです。    （ 文化委員会担当理事  小松真理 ）
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問合せ  生活クラブ本部   ＴＥＬ  011（887）8891

https://www.hokkaido-seikatsuclub.coop/

本ページに記載しているイベント等については、生活
クラブニュースを見て、参加申し込みをしてください。

2024年度の事業・活動報告・決算と、2025年度の活
動方針・事業計画及び予算について討議し、承認
を行います。総代以外の組合員のために傍聴席を
設けています。

ニュース

５月１週

ニュース

５月１週

主催　サステイナブル委員会

日　時　６月 16日（月）　10：30 ～ 11：30　 
場　所　㈱ K

カ ー ム
alm 角

かくやま

山

内　容　持続可能な経営を実践し、牛の糞尿を活用したバイ
オガス発電や 農家・食品工場から回収した大豆かす
等を牛の飼育に再利用している様 子を見学します。
※定員９人。申し込み多数の場合は抽選

（江別市角山）

まつり実行委員会
問合せ : 本部 水戸まで

ニュース

５月３週 主催　本部消費委員会

日　時　６月 20日（金）　10：00 ～ 12：00 
場　所　札幌エルプラザ ２階環境研修室
内　容 牛乳の利用目標は月 3 万本ですが、現在は 25,000 本

を切っています。このままでは作り続けられず、牛乳
が飲めなくなるかもしれません。北海道の生乳生産
の現状と生活クラブ牛乳の価値ついて生産者のサツ
ラク農協から話を聞き、学びます。

牛乳１本につき１円を積み立てて、生産
に必要な資材を酪農家へ届けるしくみで
す。2024 年度の積立金で購入した衛生
手袋などを、前田さん、弘中さん、工藤さ
ん、菖

あ や め

蒲さんに届けました。〈４/22〉

日　時　６月 10日（火）　10：00 ～ 12：30 
場　所　京王プラザホテル札幌 ２階エミネンス A
内　容
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